
なぜ民間委託をするの？

ཧ༝ᶃ

清掃センターで行っている直営業務（焼却業務・収集

業務）について、平成１３年度に策定された第３次総合計

画（第４次行財政計画と関連）において行政運営の効率

化、市民サービスの向上を図るため、行政責任の確保に

十分留意しつつ、民間委託の活用を進める計画をしてい

ました。

※業務員退職者不補充により、民間委託に向けた方針を

取っております。

ཧ༝ᶄ

また、第５次行財政改革策定（平成２４年度開始年度）に

おいて、静岡県内市町の状況等を勘案しながら、委託業

務の比較検討をした結果、可燃ごみ収集部門が経費削減

効果があるとして、民間委託する方針となり、平成２３年

度において収集地区の見直し、収集コースの決定等の準

備行為を行っています。

※静岡県内２３市１２町の

内、直営で可燃ごみ

を収集しているのは

２市２町のみとなっ

ております。

民間委託による効果は！

ᶃ͝Έऩूܦඅのݮ࡟

・現状経費との比較では年間約４８０万円の削減効果とな

ります。

ᶄ࿝ٺԽͨ͠ऩूं３୆のߪೖඅのݮ࡟

・１台約８４０万円の車両購入費とその後の車両維持費が

削減されます。

ᶅऩूのޮ཰Խʢऩू։ؒ࣌࢝ͱऩू஍۠のݟ௚͠ʣ

・午前８時よりごみ収集を開始いたします。

→カラス・猫による被害が軽減されます。

ᶆຽؒҕୗԽʹ൐͍ɺେܕ࿈ٳで΋ऩू͠ます

・年始を除き、その他の祝日は全て収集します。

ᶇ市ຽαーϏεʹ௚݁ͨ͠環境保全対策のਪਐ

・不法投棄対策、国県市道沿いの散乱ごみの回収、リサ

イクル分別指導、清掃ボランティア活動の後処理支

援、違反ごみ等への早期対応などを業務職員が実施

します。

◎上記の方針は３月定例市議会で論議されます。

今後のお知らせについて

ごみ収集地区の曜日等変更は、回覧（随時）・市ホーム

ページ・広報しもだ３月号・３月中旬の新聞折り込みで

お知らせします。

広報しもだ ２０１２.２月号 －６－

問合せ先 環境対策課環境保全係 緯鰻2213・清掃センター 緯鰻6686

可燃ごみ収集（一部地区）の
民間委託への準備を進めております

正
長
公
は
元
和
元
年
（
１
６
１

５
）、
徳
川
幕
府
に
と
っ
て
軍
事
的

に
重
要
な
下
田
湊
の
警
備
を
命
じ

ら
れ
、後
下
田
奉
行
と
な
り
、承
応

２
年（
１
６
５
３
）

歳
、
下
田
で

６６

没
す
る
ま
で
の

年
間
下
田
を
治

３３

め
ま
し
た
。
幕
府
の
支
配
体
制
が

整
備
さ
れ
、
世
も
泰
平
に
向
か
う

と
、
下
田
湊
は
畿
内
と
江
戸
を
結

ぶ
物
資
輸
送
の
中
間
点
・
避
難
港

と
し
て
経
済
的
役
割
も
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
須
崎
に

遠
見
番
所（
御
番
所
・
海
の
関
所
）

を
設
け
ま
し
た
が
、
寛
永

年（
１

１３

６
３
６
）頃
、
船
改
番
所
と
し
て
全

て
の
廻
船
の
検
問
を
行
う
よ
う
に

大
浦
へ
移
し
ま
し
た
。

当
時
の
下
田
は
風
波
が
直
接
民

家
を
襲
う
状
態
で
、
そ
の
対
策
と

し
て
、
ま
た
検
問
を
受
け
る
廻
船

へ
の
船
用
品
な
ど
の
積
込
や
日
和

待
ち
に
対
応
で
き
る
湊
や
町
に
す

る
た
め
、
武
ヶ
浜
に
長
大
な
波
除

が
築
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
下
田

は
「
出
船
入
り
船
三
千
艘
」
と
い

わ
れ
る
繁
栄
期
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
了
仙
寺
の
創
建
や
下
田
八

幡
神
社
の
修
復
、
朱
印
地
の
確
保

な
ど
民
政
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
偉
業
か
ら
正
長
公

は
今
も
「
下
田
の
基
礎
を
築
い
た

偉
人
」
と
讃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
江
戸
時
代
に
下
田
は
３

回
（
元
禄
・
宝
永
・
安
政
の
時
代
）

大
地
震
・
津
波
に
襲
わ
れ
、
い
ず

れ
も
全
壊
に
近
い
状
態
で
し
た
が
、

死
者
は
そ
れ
ぞ
れ

人
、

人
、

２７

１１

９９

人
（
安
政
時
代
の
下
田
の
人
口
は

３,
８
５
１
人
）で
、
家
屋
等
の
大

被
害
に
比
べ
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

「
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
津
波

の
襲
撃
を
緩
和
し
、
直
接
町
中
へ

の
津
波
の
進
入
を
防
ぐ
力
に
多
少

と
も
与
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
は
、

波
除
堤
の
存
在
で
あ
る
。」
と
「
日

本
災
害
史
」（
吉
川
弘
文
館
、
北
原

糸
子
編
、
２
０
１
１
発
行
）は
記
し

て
い
ま
す
。

（
下
田
開
国
博
物
館
館
長

尾
形
征
己
）

地地地
域
に
業
績
を
残
し
た
下
田
の
人
々

地地
域
に
業
績
を
残
し
た
下
田
の
人

地
域
に
業
績
を
残
し
た
下
田
の
人
々々

「
武
ヶ
浜
浪
除
」を
築
い
た

今い
ま

村
伝
四
郎
正
長
公

む
ら

で
ん

し

ろ
う

ま
さ

な
が

こ
う今村伝四郎正長
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題
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

想
像
を
絶
す
る
津
波
の
高
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
、
現
在
想
定
さ

れ
て
い
る
津
波
の
高
さ
で
果
た
し

て
よ
い
の
か
？
現
在
の
防
波
堤
の

高
さ
で
耐
え
得
る
の
か
？

例
え
ば
、
津
波
の
高
さ
を

ｍ
１０

と
想
定
し
た
場
合
、
海
の
近
く
に

住
ん
で
い
る
方
の
安
全
を
守
る
た

め
に
は

ｍ
以
上
の
防
波
堤
が
必

１０

要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、

ｍ
も
の
高
さ
の
防

１０

波
堤
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
海
岸

の
景
観
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

下
田
市
の
よ
う
に
自
然
、
文
化
、

歴
史
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
こ
の
街
に
、
こ
の
よ
う

な
高
い
防
波
堤
が
本
当
に
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
だ
け
で
は
決
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
今
後
、
た
く
さ
ん

の
方
々
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
安
全
な
漁
港
の
あ
り
方
を

第
一
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
産
業
振
興
課

土
橋

一
登
）

－７－ 広報しもだ ２０１２.２月号

安
全
な
漁
港
を
目
指
し
て

皆
さ
ん
は
下
田
市
内
に
何
か
所

の
漁
港
が
あ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
？

市
内
に
は
、
白
浜
漁
港
、
須
崎

漁
港
、
外
浦
漁
港
、
吉
佐
美
漁
港
、

田
牛
漁
港
の
５
か
所
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
私
の
担
当
し
て
い
る
水

産
基
盤
整
備
事
業
は
、
こ
の
内
の

白
浜
漁
港
と
須
崎
漁
港
の
２
か
所

に
つ
い
て
、
防
波
堤
の
整
備
や
け

い
留
施
設
を
新
た
に
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
港
内
の
静
穏
度
を
向

上
さ
せ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

「
静
穏
度
を
向
上
さ
せ
る
」と
は
、

台
風
等
の
荒
れ
た
天
候
の
際
に
、

避
難
し
て
き
た
漁
船
が
安
全
に
け

い
留
で
き
る
よ
う
に
港
内
を
穏
や

か
な
状
態
に
保
つ
こ
と
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
漁
船
が
安
全
に

航
行
で
き
る
よ
う
に
、
港
内
に
た

ま
っ
た
土
砂
を
定
期
的
に
撤
去
す

る「
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）」や
、
災

害
に
よ
り
破
損
し
た
漁
港
施
設
の

復
旧
等
を
行
い
、
漁
港
の
安
全
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
３
月

日
発
生
の

１１

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
様
々
な
課 vol.42

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
聞
き
な

れ
な
い
名
前
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

下
田
の
観
光
や
歴
史
の
中
で
度
々

出
て
く
る
名
前
で
す
。
ぜ
ひ
記
憶

に
と
ど
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
市
は
皆
さ
ん
ご
存
知
か
と
思

い
ま
す
。
モ
ス
ク
ワ
に
次
ぐ
ロ
シ

ア
第
２
の
都
市
。
静
か
に
佇
む
近

世
の
古
都
は
、
動
乱
、
革
命
、
戦

争
、
包
囲
と
悲
惨
な
歴
史
を
秘
め
、

ロ
シ
ア
革
命
に
よ
り
首
都
が
再
び

モ
ス
ク
ワ
に
遷
都
と
さ
れ
る
ま
で

２
世
紀
の
間
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
首

都
と
し
て
政
治
、
経
済
、
文
化
の

中
心
で
し
た
。

こ
の
市
は
、

の
行
政
区
か
ら

１８

成
り
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
は
そ
の

一
つ
。
市
の
中
心
か
ら
北
西
に
約

灼
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
に
浮
か

３２ぶ
コ
ト
リ
ン
島
に
あ
り
ま
す
。
人

口
は
約
４
万
人
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
海
軍
基
地
の
本
部
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
が
下
田
と

ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
？

今
月
号
で
北
方
領
土
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
、
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
は
ク
ロ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
の
港
か
ら
出
航
し
ま
し
た
。

私
た
ち
下
田
市
民
に
と
っ
て
馴
染

み
の
深
い
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
で

す
が
、
そ
の
後
ロ
シ
ア
に
戻
り
、

元
帥
ま
で
昇
進
し
ま
す
が
、
ロ
シ

ア
の
政
情
不
安
と
寒
冷
の
祖
国
を

離
れ
、
パ
リ
で
生
涯
を
閉
じ
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
と
の
交
流
を
考
え

た
場
合
、
人
名
よ
り
、
今
、
人
々

が
生
活
を
し
て
い
る
ク
ロ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
と
の
交
流
に
魅
力
を
感
じ

ま
す
。

ロ
シ
ア
と
の
交
流
っ
て
あ
る
の
？

民
間
で
は
、
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア

と
の
友
好
を
深
め
る
べ
く
、
コ
ン

サ
ー
ト
、
絵
画
展
、
講
演
会
等
を

開
催
、
ロ
シ
ア
人
画
家
ナ
タ
ー
リ

ア
さ
ん
や
モ
ス
ク
ワ
大
学
等
留
学

生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
玉
泉
寺
に
は
、
ロ
シ

ア
人
の
お
墓
が
４
基
あ
り
ロ
シ
ア

の
関
係
者
も
み
え
て
い
ま
す
。
下

田
市
で
は
、
平
成

年
か
ら
ロ
シ

１１

ア
人
の
子
供
達
を
招
い
た
コ
ン
サ
ー

ト
「
オ
ロ
シ
ャ
祭
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
平
成

年
に
は
ク
ロ
ン

１３

シ
ュ
タ
ッ
ト
区
長
が
下
田
市
を
訪

問
、
平
成

年
に
は
、
下
田
市
か

１７

ら

人
の
訪
問
団
が
ク
ロ
ン
シ
ュ

１２
タ
ッ
ト
区
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

小
泉
総
理
が
来
た
時
の
こ
と

覚
え
て
ま
す
か
？

平
成

年
４
月
に
は
政
府
主
催

１７

で
、「
ま
ど
が
浜
海
遊
公
園
」
芝
生

広
場
に
お
い
て
、
当
時
の
小
泉
内

閣
総
理
大
臣
、
町
村
外
務
大
臣
、

ロ
シ
ュ
コ
フ
駐
日
ロ
シ
ア
大
使
等

約
４
０
０
名
の
関
係
者
を
招
い
て
、

日
露
修
好
１
５
０
周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、

日
露
修
好
１
５
０
周
年
を
記
念
し

て
メ
モ
リ
ア
ル
記
念
碑
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
驚
く
こ
と
に
、
こ

れ
と
同
じ
碑
が
、ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
下
田
と
ロ
シ
ア
は
、

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
が
ク
ロ
ン

シ
ュ
タ
ッ
ト
を
出
港
し
て
以
来
、

密
接
な
関
係
・
交
流
が
続
い
て
き

ま
し
た
。

下
田
は
、
日
米
交
流
の
原
点
の

み
な
ら
ず
、
日
露
交
流
の
原
点
で

も
あ
る
の
で
す
。

問
合
せ
先

総
務
課
秘
書
広
報
係
緯
鰻
２
２
１
１

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
トト
っ
て
っ
て

何
な
の

何
な
の
？？


